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　　　　当期に向けての施策

・　コスト構造改革
・　財務体質改善
・　コスト構造改革
・　財務体質改善

経営基盤の確立経営基盤の確立

・　希望退職募集（創業以来初）
・　印刷感材事業の再構築
・　希望退職募集（創業以来初）
・　印刷感材事業の再構築

・　聖域なきコストダウンの推進
・　資産売却による有利子負債削減
・　聖域なきコストダウンの推進
・　資産売却による有利子負債削減

05年1月　中越パルプ工業との

　　　　　　　　合併合意を発表

　　　　　　　　　　　　　↓

05年5月　合併合意を白紙撤回

・　資産評価減の実施
・　効率化とコスト削減の追求
・　資産評価減の実施
・　効率化とコスト削減の追求

・原燃料の高騰

・洋紙市況の軟化

【【単独での再生単独での再生プログラム】プログラム】

前 中期計画の追加施策

北上工場の分社化
「北上ﾊｲﾃｸﾍﾟｰﾊﾟｰ」へ

フェニックスプラン
（０５年度～０７年度）

損益改善緊急対策
（05年6月～）
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4,902人

17.2％

1,9401,940億円億円

0.7％

1717億円億円

2,347億円

2004年度
実績

2,300億円2,300億円

4,691人

24.0％

1,6401,640億円億円

2.0％

4545億円億円

業績
予想値

2007年度
フェニックス
プラン

2006年度2005年度

4,717人

22.0％

1,7241,724億円億円

2.1％

4848億円億円

2,285億円

実績

1,5401,540億円億円1,6401,640億円億円1,7401,740億円億円有利子負債残高有利子負債残高

24.0%22.0%20.0%株主資本比率

3.0%2.0%1.5%売上高経常利益率

2,350億円

フェニックス
プラン

2,300億円売上高

4,700人4,800人4,800人従業員数

7070億円億円4545億円億円3535億円億円経常利益額経常利益額

フェニックス
プラン

プランと実績推移（連結ベース）プランと実績推移プランと実績推移（連結ベース）（連結ベース）

20032003年度年度末末はは
5,2195,219人人
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経常利益額と有利子負債残高の推移

経常利益額
（億円）

有利子負債残高

（億円）1,940

1,740 1,724

1,640 1,640

1,540

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

フェニックスプラン 実績 予想

17

35

48
45 45

70

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

フェニックスプラン 実績 予想
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北上ハイテクペーパー

-15

-10

-5

0

5

10

▲48億円

フェニックスフェニックス プランプラン
4.6億円

2004年度20042004年度年度

フェニックスフェニックス
プランプラン
▲▲2.62.6億円億円

■　経常利益黒字化の遂行　

--4545

実績実績
0.30.3億円億円

フェニックスフェニックス プランプラン
9.0億円

2005年度20052005年度年度 2006年度20062006年度年度 2007年度20072007年度年度
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経常利益
▲48億円

経常利益
0.3億円

2004年度20042004年度年度

経常利益経常利益
▲▲4848億円億円

前年度前年度
経常利益経常利益

重油
▲2.2億円

減価減価
償却費減償却費減
19.219.2億円億円

労務費労務費
削減削減
12.012.0億円億円

生産効率向上
7.7億円

修繕費減等修繕費減等
6.16.1億円億円

数量・価格・
銘柄組合せ効果
5.5億円

2005年度20052005年度年度

■北上ハイテクペーパーの増益要因

北上ハイテクペーパー
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フェニックス　プラン推進体制の加速

「技術開発力を活かした特色ある製紙会社」に向けて
■事業部の改変（06年4月1日～）

洋紙事業部

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ

事業部

開発事業部

洋紙事業部

　IJ・機能材　
事業部

感材事業部

印刷・情報用紙

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ用紙

印刷感材

RC・写真感材

リライトメディア

蓄熱材料

機能性ﾌｨﾙﾑ

フィルター

不織布

〔従前〕〔従前〕 〔新規体制〕〔新規体制〕

情報・
特殊紙事業

印刷用紙
事業強

化
事
業

新規事業

ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾟﾗﾝのﾌｪﾆｯｸｽﾌﾟﾗﾝの
事業抽出事業抽出

新規開発商品
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フェニックス　プラン推進体制の加速

事業部別売上高（単体）事業部別売上高（単体）

1,1241,1241,124 1,1421,1421,142

331331331 341341341

444444 525252

洋紙事業部

デジタルイメージング事業部

開発事業部

当期当期
（平成（平成1818年年33月期）月期）

実績実績

次期次期
（平成（平成1919年年33月期）月期）

計画計画 （単位：億円）
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フェニックス　プラン推進体制の加速

■フェニックスプラン推進室を設置（06年4月1日）　

　　　　⇒各プロジェクトの実行推進

■情報開発室を設置（06年4月1日）　

　　　　⇒マーケティング機能の拡充

　コスト構造改革　コスト構造改革

　研究体制構造改革　研究体制構造改革

　新規事業強化　新規事業強化

　分社的経営　　分社的経営　

　流通強化　流通強化

　物流強化　物流強化

　人事制度改革　人事制度改革

　業務改革　業務改革((BPR)BPR)

　ガバナンス改革　ガバナンス改革
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本資料における将来の見通し等に関する記載は、現時点で
入手可能な情報から得られた判断に基づくものです。
今後の実際の業績は、記載の見通しと異なる場合があること
をご了承願います。


